
山地の草原にふつうにある越年草。高さ60-90cmになり、根は垂直に地中に入る。葉は対生し、有毛、下部

や中部の葉は羽裂し、裂片はさらにわかれて、終裂片は鈍頭である。花は8-10月に咲き、長柄の先に頭花

をつける。頭花は径4cm程度、上向きに咲く。

県内では4ヶ所で確認されているが、現存を確認できる

のは2ヶ所のみである。

生育地である草原環境の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、但馬、丹波

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

スイカズラ科

兵庫県ランク…マツムシソウ
環境省ランク… －Scabiosa  japonica  Miq. var. japonica


